平仮名本『因果物語』にあらわれた仏教 ——編集者浅井了意の姿勢—— by 中川 眞二
平
仮
名
本
『因
果
物
語
』
に
あ
ら
わ
れ
た
仏
教
!
編
集
者
浅
井
了
意
の
姿
勢!
は
じ
め
に
殊
ニ
、
此
物
語
ハ
、
元
亨
釈
書
、
砂
石
集
二
乗
所
ヨ
リ
モ
、
 
証
拠
正
シ
テ
、
初
心
ノ
人
ノ
為
二
、
大
幸
ア
リ
、
ト
、
云
ト 
モ
、
只
今
現
在
ス
ル
人
ノ
仮
名
有
し
之
以
故
、
門
人
堅
秘
シ 
テ
、
世
二
不
”出
也
、
然
、
頃
犯
者
ア
リ
、
竊
二
写
取
テ
、
 
乱
二
板
行
ス
、
剰
工
、
私
二
序
分
ヲ
作
、
恣
二
他
ノ
物
語
ヲ 
雑
入
シ
テ
、
人
ヲ
瞞
ス
ル
事
不
レ
少
、
斯
ニ
於
テ
、
弟
子
等 
止
コ
ト
ヲ
不
レ
得
、
師
ノ
正
本
ヲ
以
テ
、
梓
二
鏤' 
邪
本
ノ 
惑
ヲ
破
ン
ト
欲
ス
、
若
人
、
邪
ヲ
捨
、
正
二
皈
セ
ハ
、
菩
提 
ノ
勝
縁
、
此
二
在
也
寛
文
辛
丑
仲
秋
日
豊
陽
久
住
山
下
ニ
庵
ス
雲
歩
和
南
題
中 
川
眞 
二
こ
れ
は
、
寛
文
元
年
(
一
六
六
こ 
に
出
版
さ
れ
た
片
仮
名
本 
『因
果
物
語
』
(
以
下' 
片
仮
名
本)
の
序
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
 
こ
の
中
で
は
、
そ
の
編
集
に
関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
禅
宗
の
僧
「
雲 
歩
和
南
」
に
よ
っ
て
、
片
仮
名
本
に
先
立
っ
て
出
版
さ
れ
た
「
邪 
本
」
に
対
す
る
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
雲
歩
」
の
師
で
あ 
る
禅
宗
の
僧
鈴
木
正
三
に
よ
る
原
『因
果
物
語
』
と
も
呼
ぶ
べ
き 
も
の
を
「
竊
二
写
取
テ
」
、
「
私
二
序
分
ヲ
作
、
恣
二
他
ノ
物
語
ヲ 
雑
入
シ
テ
」
、
「
乱
二
板
行
」
し
、
「
人
ヲ
瞞
ス
ル
事
不
レ
少
」
と 
い
う
本
は
ま
さ
し
く
「
邪
本
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し 
て
現
在
、
そ
の
片
仮
名
本
に
お
い
て
「
邪
本
」
と
さ
れ
る
の
が
、
 
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
浅
井
了
意
が
そ
の
出
版
に
関
わ
っ
た 
と
考
え
ら
れ
て
い
る
平
仮
名
本
「
『因
果
物
語
』
(
以
下
、
平
仮
名
(
2
,
本)
で
あ
る
。
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本
論
で
は
、
仏
教
、
特
に
本
願
寺
宗
と
禅
宗
に
関
わ
る
話
を
手 
が
か
り
と
し
て' 
平
仮
名
本
の
編
集
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と
と 
も
に
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
編
者
浅
井
了
意
の
意
図
に
つ
い
て
言 
及
す
る
。片
仮
名
本
の
姿
勢
そ
こ
で
ま
ず' 
片
仮
名
本
に
お
け
る
禅
宗
と
本
願
寺
宗(
一
向 
宗)
に
関
わ
る
因
果
譚
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
序
に
お
い
て
、
「
若
人
、
邪
ヲ
捨' 
正
二
皈
セ
ハ
、
菩
提
ノ
勝 
縁' 
此
二
在
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
正
」
本
で
あ
る
片
仮
名
本 
を
信
じ
れ
ば
、
「
菩
提
」
の
た
め
の
「
勝
縁
」
を
結
ぶ
こ
と
が
で 
き
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
片
仮
名
本
は
、
 
来
世
に
お
い
て
極
楽
と
の
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
出
版 
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
も
確
認
し
た
と
こ
ろ 
で
あ
る
が
、
片
仮
名
本
の
姿
勢
は
そ
の
冒
頭
部
「
亡
者
、
人
二
便 
テ
弔
テ
頼
事 
付
夢
中
二
弔
ヲ
頼
事
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
3
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
は
、
「
禅
宗
」
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら 
れ
る
一
方
で
、
「
一
向
宗(
本
願
寺
宗)
」
で
は
救
わ
れ
な
い
と
い 
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
片
仮
名
本
で
は
、
冒
頭
部
以
外
で 
も
禅
宗
の
善
因
果
譚
が
多
く
述
べ
ら
れ
る
一
方
で
、
一
向
宗
の
悪
(4)
因
果
譚
が
多
く
述
べ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
片
仮
名
本
の
出
版 
に
は
禅
宗
(
曹
洞
宗)
の
勢
力
拡
大
を
図
ろ
う
と
い
う
意
図
も
あ 
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
禅
宗
の
僧
で
あ
る
鈴
木
正
三 
や
雲
歩
和
南
が
そ
の
出
版
に
関
わ
る
片
仮
名
本
に
お
い
て
当
然
の 
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た' 
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
て
出
版
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
 
片
仮
名
本
は
庶
民
向
け
の
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
片
仮
名 
本
に
つ
い
て
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
(
檜
谷
昭
彦
氏
に
よ
る) 
で
は
、本
書
は
鈴
木
正
三
が
談
義
の
た
め
に
怪
異
譚
を
か
り
て
仏
法 
を
唱
導
し
よ
う
と
し
た
「
説
教
」
用
の
種
本
と
み
ら
れ
る
が
、
 
片
か
な
本
は
そ
う
し
た
正
三
の
意
向
に
副
っ
て
、
仏
教
の
因 
果
の
理
を
正
し
く
伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
っ
て
統一
し 
て
い
る
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
片
仮
名
本
は
僧
侶
向
け
の
「
仏 
教
の
因
果
の
理
」
を
述
べ
る
「
『説
教
』
用
の
種
本
」
、
「
語
る
」 
た
め
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
関
山
和
夫
氏
に
よ
る
と' 
近
世
初
期
か
ら
真
宗
の
説
教
の
基
本 
は
、
「
讃
題
・
法
説
・
譬
喩
・
因
縁
・
結
勧
」
の
五
段
構
成
で
あ
(6)
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
は
、
法
説
を
証
明
す
る
た
め
に 
譬
喩
因
縁
譚
が
語
ら
れ
て
い
た
。
宗
派
は
異
な
る
も
の
の
、
お
そ
45
ら
く
禅
宗
の
説
教
に
お
い
て
も
、
片
仮
名
本
所
収
の
各
話
が
譬
喩 
因
縁
譚
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
 
ま
た
、
浅
井
了
意
の
『勧
信
義
談
抄
』
に
は
、
江
戸
時
代
初
期 
の
法
談
の
状
況
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
マ
サ
シ
ク
顕
如
上
人
ノ
コ
ロ
ヨ
リ
、
法
談
ト
イ
フ
コ
ト
ノ
ハ 
ジ
マ
リ
タ
リ
。
ソ
レ
モ
ナ
ヲ
信
心
ノ
ホ
ド
ヲ
談
合
セ
ラ
ル
ル 
コ
ト
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
イ
マ
ホ
ド
ハ
ヒ
タ
ス
ラ
讃
嘆
ト
テ
、
 
経
論
釈
ノ
名
文
ヲ
ヒ
キ
ヤ
ハ
ラ
ゲ
テ
、
信
心
ヲ
ヲ
シ
ヘ
ラ 
ル
、
コ
ト
ニ
ナ
リ
タ
リ
。
シ
カ
レ
ド
モ
ウ
ッ
ク
シ
ク
信"
し
ヲ 
決
定
ス
ル
人
、
ム
カ
シ
ョ
リ
ハ
ス
ク
ナ
ク
ナ
リ
テ
、
生
媚
二 
智
恵
ヲ
ミ
ガ
ク
コ
ト
ヲ
オ
モ
テ
ニ
シ
、
メ
ヅ
ラ
シ
キ
コ
ト
ヲ 
キ
、
オ
ホ
エ
ン
ト
ス
ル
人
ノ
ミ
ナ
リ
。
サ
ル
マ
、
ニ
法
義
相 
続
ノ
談
合
ハ
ナ
ク
ナ
リ
タ
リ
。
坊
主
分
ノ
人
モ
、
ナ
ニ
ゾ
メ 
ヅ
ラ
シ
ク
、
人
ノ
キ
、
ナ
レ
ヌ
コ
ト'
、
モ
ヲ
イ
ヒ
テ
人
ー
ー
ホ 
メ
ラ
レ
、
我
モ
ノ
シ
リ
ト
オ
モ
ハ
レ
ン
ホ
ド
ニ
、
信
心
ノ
コ 
ト
ヲ
バ
傍
サ
マ
ニ
ナ
シ
テ
、
教
相
ヲ
バ
ソ
コ
く
二
仕
シ 
テ
\
、
因
縁
物
語
ニ
カ
ヲ
イ
ル
ル
ユ
へ
ニ
、
法
談
ノ
タ
ウ
ト 
サ
ハ
ウ
チ
サ
メ
テ
、
謡
舞
草
子
ナ
ン
ド
キ
ク
ガ
ゴ
ト
ク
、
 
タ
ヾ
面
白
キ
ノ
ミ
ナ
リ
。
法
ハ
モ
ト
ヨ
リ
繁
昌
ナ
ル
ニ
似
テ
、
(7)
信
心
者
ハ
ス
ク
ナ
シ
。
こ
こ
で
は
、
当
時
の
説
教
僧
が
、
「
教
相
」
よ
り
も
面
白
さ
を 
重
視
す
る
が
あ
ま
り
「
因
縁
物
語
」
に
力
を
入
れ
、
民
衆
が
「
謡 
舞
草
子
」
の
よ
う
に
法
談
を
聞
い
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い 
る
。
こ
こ
で
、
「
因
縁
物
語
」
に
あ
た
る
の
が
『因
果
物
語
』
的 
な
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
 
「
『説
教
』
用
の
種
本
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
片
仮
名
本
の
各
話 
の
よ
う
な
因
縁
譚
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
禅
宗
の
僧 
た
ち
は
、
片
仮
名
本
に
収
載
さ
れ
た
因
果
譚
を
用
い
て
説
教
を
行 
っ
た
の
で
あ
る
。
平
仮
名
本
の
姿
勢
で
は' 
平
仮
名
本
の
編
集
姿
勢
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
ひ
ら
が
な
を
用
い
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は' 
対
象
と
す 
る
読
者
を
貴
族
や
武
士
、
僧
侶
だ
け
に
限
る
の
で
は
な
く
庶
民
層 
ま
で
も
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
述
べ 
た
よ
う
に
、
絵
入
り
で
あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
『
日
本 
古
典
文
学
大
辞
典
』
で
は
、
平
か
な
本
に
は
唱
導
の
目
的
に
加
え
て
、
読
者
の
興
味
に
訴 
え
よ
う
と
す
る
態
度(
怪
異
・
奇
談
を
語
る
こ
と
に
主
眼
を 
お
く)
が
認
め
ら
れ
、
僅
か
な
が
ら
文
学
的
性
格
が
あ
ら
わ
87
れ
て
い
る
。
46
と
、
平
仮
名
本
に
「
唱
導
」
に
加
え
て
「
読
者
の
興
味
に
訴
え
よ 
う
」
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
仮
名
本
の
出
版
に
は
、
後
に
浄 
土
真
宗
の
僧
で
あ
る
浅
井
了
意
が
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
当
時
東
西
に
分
派
し
た
ば
か
り
の
本
願
寺
教
団
に
お
い
て
、
説
教 
な
ど
を
通
し
て
の
布
教
・
教
化
は
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
必
然
、
平
仮
名
本
の
内
容
は
、
片
仮
名
本
と
は
逆
に
、
そ
の
内
容 
は
真
宗
寄
り
の
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
四
観
音
堂
の
古
木
を
火
に
焼
て
、
子
に
罰
あ
た
る
事
三
川
の
国
足
助
と
い
ふ
所
に
、
小
三
郎
と
云
も
の
あ
り 
本
願
寺
宗
な
り
け
れ
は
、
我
は' 
何
も
か
ま
八
ぬ
、
と
て
、
 
宗
義
を
、
あ
し
く
聞
な
し
、
心
得
な
し
て
、
作
法
の
ち
が
ひ 
た
る
事
共
、
お
ほ
し
女
房
懐
姙
の
う
ち
に
、
観
音
堂
の
古
道 
具
の
木
を
と
り
来
り
、
火
に
焼
け
り
か
く
て
、
其
子
を
う
み
け
る
に
、
形
ち
ハ
人
な
れ
ど
も
、
っ 
ゐ
に
、
物
を
得
い
は
ず
人
を
見
て
ハ
ヽ
く
わつ
'
'
と
云
て. 
か
け
出
る
、
何
事
も
、
そ
の
身
の
ふ
る
ま
ひ
、
狗
の
こ
と
し
・ 
糞
を
く
ら
ひ' 
あ
る
き
ま
八
リ
、
座
敷
を
も' 
は
ひ
ま
八
リ
・
で
は
、
平
仮
名
本
に
お
け
る
真
宗
関
係
の
因
果
譚
は
ど
の
よ
う 
な
性
格
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て 
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
片
仮
名
本
と
比
較
す
る
こ
と
で 
平
仮
名
本
真
宗
譚
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
平
仮
名
本
全
六
巻
の
う
ち' 
巻
一
〜
三
に
片
仮
名
本
と
重
な
る 
因
果
譚
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
真
宗
関
係
の
因
果
譚
は 
全
部
で
三
話
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
話
を
挙
げ
る
。
二 
仏
像
ヲ
破
、
報
ヲ
受
ル
事 
付
堂
宇
塔
廟
ヲ
破
、
報 
ヲ
受
ル
事
三
州
足
助
二
。
小
三
郎
ト
云
者
在
。
一
向
宗
也
。
女
房
懐
胎
ノ
内
二
。
観
音
堂
ノ
古
道
具
ヲ
取
テ
。
薪
二
シ
ケ 
リ
。
其
子
産
出
、
程
歴
テ
。
次
第
二
、
成
人
シ
ケ
ル
ニ
。
形
ハ
、
 
人
二
違
ハ
ザ
レ
ト
モ
。
業
ハ
ヽ
犬
ノ
如
シ
。
座
敷
ヲ
匍
廻
り
。
 
犬
ノ
土
ヲ
ホ
ル
如
ニ
シ
テ
。
ッ
ク
バ
イ
。
火
ニ
当
ル
時
モ
。 
犬
ノ
如
二
、
ツ
ク
バ
ヒ
。
着
物
キ
ス
レ
ド
モ
。
帯
ス
ル
コ
ト
、
 
能
ワ
ズ
。
人
ヲ
見
テ
ハ
、
走
出
テ
。
ク
ワ
ッ'
—
・
ト
、
犬
ノ 
如
ク
ニ
ホ
エ
。
糞
ヲ
食
シ
テ
、
カ
ケ
ア
リ
キ
。
犬
ノ
如
ク
ニ\
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手
を
も
っ
て
、
狗
の
こ
と
く
土
を
堀
や
う
な
る
事
も
、
あ
り
、
 
火
に
あ
た
る
時
も
、
狗
の
つ
く
バ
ひ
た
る
こ
と
く
也
、
着
物 
を
き
す
れ
共
、
帯
す
る
事
な
し
、
母
悲
し
ミ
て
、
さ
ま 
に
す
れ
ど
も
、
か
な
八
ず
、
っ
ゐ
に
、
廿
五
六
才
に
て
死
け
(
巻
三
四
)
片
仮
名
本
は
、
「
小
三
郎
」
が
「
ー
向
宗
」
の
信
徒
で
あ
る
こ 
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
平
仮
名
本
で
は
、
「
本
願 
寺
宗
な
り
け
れ
は
」
と
あ
り
、
「
小
三
郎
」
が
「
本
願
寺
宗
」
の 
信
徒
で
あ
る
こ
と
が
「
宗
義
を
、
あ
し
く
聞
な
し
」
と
、
宗
義
を 
誤
解
し
た
こ
と
が
観
音
堂
の
古
道
具
を
薪
に
す
る
と
い
う
悪
因
を 
も
た
ら
し
た
の
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
本
願
寺
」
信
徒
、
つ
ま 
り
真
宗
の
信
徒
で
あ
る
こ
と
が
悪
因
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
 
領
解
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
記
述
か
ら
み
て
、
や
や
真
宗 
寄
り
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
真
宗
に
関
す
る
悪
因 
果
譚
と
い
う
点
で
は
片
仮
名
本
と
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
片
仮
名
本
と
共
通
す
る
平
仮
名
本
巻
三
第
一
〇
話
「
先 
祖
を
弔
八
ず
、
片
輪
成
子
に
成
て
来
る
事
」
は
、
父
の
弔
い
を
怠 
っ
た
が
故
に
、
父
が
「
六
才
に
成
て
も
、
腰
ぬ
け
て
立
す
、
物
い 
ふ
す
べ
も
、
し
ら
ず' 
親
を
も
見
し
ら
ず
、
目
ハ
う
ろ
く
と
し
て
、
屎
尿
ス
。
都
テ
、
物
云
フ
コ
ト
叶
ワ
ズ
、
母
是
ヲ
悲
テ
。 
様
々
ニ
ス
レ
ド
モ
、
詮
ナ
ク
。
廿
五
六
歳
ニ
テ
死
ケ
リ
 ヽ
人
々
堂
ノ
具
ヲ
焼
タ
ル
報
也
、
ト
、
云
ア
ヘ
り
(
巻
中
ニ
ー
ニ)
酒
に
酔
た
る
か
こ
と
」
き
我
が
子
と
な
っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
き 
た
と
い
う
「
悪
因
果
」
を
禅
宗
の
「
本
秀
長
老
」
に
指
摘
さ
れ
た 
「
本
願
寺
宗
」
の
信
徒
で
あ
っ
た
「
次
郎
ハ
」
が
、
「
本
願
寺
宗
」 
か
ら
「
禅
宗
」
に
改
宗
し
弔
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
 
先
に
挙
げ
た
因
果
譚
同
様' 
こ
れ
も
「
本
願
寺
宗
」
に
関
わ
る
悪 
因
果
譚
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
片
仮
名
本
と
一
致
し
て
い
る
。
 
片
仮
名
本
と
共
通
す
る
も
う
ー
話
巻
第
十
一
話
も
、
平
仮
名
本
、
 
片
仮
名
本
と
も
に
「
本
願
寺
の
毛
坊
主
」
で
あ
る
「
宗
兵
衛
」
が 
息
子
に
財
産
を
譲
る
の
が
惜
し
い
あ
ま
り
女
性
に
生
ま
れ
変
わ
っ 
て
く
る
と
い
う
因
果
譚
で
、
こ
こ
で
も
「
本
願
寺
宗
」
の
「
毛
坊 
主
」
の
悪
因
果
が
語
ら
れ
る
。
以
上
、
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
に
共
通
す
る
本
願
寺
宗
関
係
の 
因
果
譚
を
み
て
き
た
。
読
ま
れ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
平
仮
名
本 
で
は
、
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
語
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。
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そ
の
結
果
、
当
然
片
仮
名
本
と
の
量
的
な
違
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い 
る
。
ま
た' 
片
仮
名
本
で
は
真
宗
の
別
称
で
あ
る
「
一
向
宗
」
が 
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
平
仮
名
本
で
は
「
本
願
寺
宗
」
と
い
う
語 
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
平
仮
名
本
の
出
版
に
真
宗
と
関 
わ
り
の
深
い
浅
井
了
意
が
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『御 
文
』
の
「
あ
な
が
ち
に
我
流
を
一
向
宗
と
な
の
る
こ
と
は
、
別
し 
て
祖
師
も
さ
だ
め
ら
れ
ず
」
と
い
う
文
言
を
引
く
ま
で
も
な
く' 
平
仮
名
本
が
真
宗
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ 
う
。そ
し
て
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
、
平
仮
名
本
、
片
仮
名
本 
の
共
通
話
す
べ
て
が
真
宗
に
つ
い
て
の
悪
因
果
譚
で
あ
る
と
い
う 
こ
と
で
あ
る
。
真
宗
の
立
場
か
ら
の
平
仮
名
本
に
お
い
て
も' 
例 
外
な
く
真
宗
の
坊
主
や
門
徒
の
悪
因
果
が
描
か
れ
て
い
た
。
「
ー
 
向
宗
」
を
わ
ざ
わ
ざ
「
本
願
寺
宗
」
に
改
め
、
真
宗
の
立
場
に
立 
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
仮
名
本
巻
第
一
〜
第
三
に
お
い 
て
も
、
真
宗
の
悪
因
果
譚
の
み
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
次
に
、
片
仮
名
本
と
は
共
通
話
を
持
た
な
い
平
仮
名
本
巻
四
〜 
六
所
収
の
真
宗
関
係
の
因
果
譚
を
み
て
い
く
。
巻
四
の
第
四
話 
「
ね
た
み
深
き
女
、
つ
か
み
こ
ろ
さ
れ
し
事
」
で
は
、
 
お
な
し
京
の
、
富
の
小
路
白
山
町
に
、
伊
兵
衛
と
云
者
の
女
一
房
ハ
、
き
ハ
め
て
、
り
ん
き
ふ
か
き
も
の
に
て
、
し
か
も
、
 
口
わ
ろ
く
、
人
の
事
あ
し
さ
ま
に
、
い
ひ
な
し
、
人
の
仕
合 
よ
く
な
る
を' 
そ
ね
み
、
あ
し
く
な
る
を' 
も
し
、
わ
ろ
き 
事
出
来
れ
八
 ヽ
さ
て
、
し
ら
け
よ' 
心
ち
よ
し
な
ど' 
い
ひ 
け
り
子
も
な
く
、
只
夫
婦
す
み
け
る
に
、
本
願
寺
宗
に
て
、
夫
八
、
 
あ
る
朝
、
と
く
お
き
て
、
町
内
に
あ
る
道
場
に
、
ま
い
り
て
、
 
夜
あ
け
に
、
下
向
い
た
し
、
戸
を
あ
け
て
、
内
に
入
け
る
に
、
 
ね
や
ハ
有
な
が
ら
、
女
房
ハ
な
し
、
う
ら
の
戸
ハ
ヽ
内
よ
り
、
 
か
け
が
ね
は
ま
り
て
あ
り
、
夫
あ
や
し
く
思
ひ
、
戸
を
あ
け 
て
、
う
ら
に
出
て
ミ
れ
八
、
う
ら
の
町
の
境
目
の
壁
ぎ
八
に
、
 
あ
か
は
た
か
に
て
、
ふ
し
て
あ
り
、
立
よ
り
て
ミ
れ
ば' 
両 
の
あ
し
を
引
ぬ
き
、
は
ら
わ
た
出
て
、
死
て
あ
り
、
い
か
成 
も
の
ゝ
、
わ
さ
と
い
ふ
事
を' 
し
ら
ず
人
み
な
い
は
く
、
日
こ
ろ
の
心
た
て
、
あ
し
か
り
け
る
故
に
、
 
か
ゝ
る
め
に' 
あ
ひ
け
り
、
と' 
そ
し
る
も
の
八
、
お
ほ
く 
し
て
、
あ
は
れ
が
る
人
ハ
ヽ
な
し 
生
な
が
ら
、
火
車
に
と
ら
れ
け
る
事
八
ヽ
を
し
て
、
し
ら
れ 
け
り
、
服
部
八
弥
、
物
か
た
り
せ
ら
れ
し
也 
と
、
「
り
ん
き
ふ
か
き
」
「
本
願
寺
」
信
徒
の
夫
婦
の
「
女
房
」
が
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夫
が
「
道
場
」
、
つ
ま
り
寺
に
行
っ
て
い
る
間
に
家
の
裏
で
死
ん 
で
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
最
後
に
、
「
日
こ
ろ
の
心 
た
て
、
あ
し
か
り
け
る
故
に
、
か
\
る
め
に
、
あ
ひ
け
り
、
と
、
 
そ
し
る
も
の
八
、
お
ほ
く
し
て
、
あ
は
れ
が
る
人
ハ
ヽ
な
し
」
と 
あ
る
よ
う
に
、
恪
気
の
深
さ
に
よ
る
普
段
の
行
い
が
死
を
招
く
と 
い
う
悪
果
を
も
た
ら
す
因
果
譚
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
本
願
寺
宗 
門
徒
の
悪
因
果
が
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
夫
が
「
道
場
」
に
行 
っ
て
い
る
間
に
女
房
に
悪
果
が
訪
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て' 
こ 
の
話
は
寺
に
行
く
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
よ
る
悪
果
と
観
る
こ
と
も 
で
き
よ
う
。
ま
た
、
巻
五
の
第
四
話
「
狗
の
ば
う
こ
ん
、
怨
を
な
し
け
る 
事
」
を
み
て
み
た
い
。
こ
の
話
は
平
仮
名
本
に
は
珍
し
く 
一
人
称 
で
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
か
み
、
修
せ
き
の
っ
ゐ
で
に
、
伊
勢
の
国
多
度
の
郡
の 
山
が
た
に
、
一
よ
の
宿
を
か
り
て
、
侍
べ
り
、
あ
る
じ
の
名 
ハ
作
内
と
い
ふ
、
そ
の
と
し
、
四
十
あ
ま
り
の
、
お
の
こ
也
、
 
女
房
ハ
、
帳
臺
に
ふ
し
て
、
時-
^
、
う
め
く
こ
ゑ
聞
ゆ
、
 
夜
ふ
か
く
成
て
の
ち
、
狗
の
ほ
ゆ
る
声
、
し
き
り
に
、
侍
へ 
り
し
か
ば
、
家
内
の
も
の
ど
も
、
お
き
あ
が
り
、
す
は
や
、
 
ま
た
、
お
こ
り
け
る
ぞ
、
と
て
、
ひ
し
め
く
(
中
略) 
そ
れ
か
し
、
つ
ら'
'
き
く
に
、
是
本
は
、
子
を
と
り
す
て 
し
科
よ
り
、
お
こ
れ
り
、
し
か
れ
と
も
、
猫
を
と
り
、
影
を 
ほ
り
、
さ
ま
く
、
う
ら
み
を
な
す
所
に
、
科
八
大
か
た
等 
分
な
り
、
を
の
れ
、
こ
ろ
さ
れ
し
と
こ
ろ
の
、
う
ら
み
、
去 
年
今
年
の
、
女
房
の
く
る
し
み
に
て
、
ま
た
、
大
方
つ
く
の 
ひ
侍
へ
り
、
今
ハ
、
よ
く
、
と
ふ
ら
ハ
ゝ
、
ば
う
こ
ん
も' 
立
の
く
べ
し
、
と
、
お
も
ひ
、
ま
づ
、
女
房
を
ミ
る
に
、
年 
卅
四
五
か
と
お
ほ
え
し
、
ま
こ
と
に
、
痩
つ
か
れ
た
り
、
予
、
 
そ
の
そ
ば
に
座
し
て
、
狗
子
仏
性
の
話
を
念
じ
、
念
仏
百
返 
ハ
か
り
と
な
へ
て
、
夜
あ
く
る
ま
て
、
座
禅
し
け
る
に
、
あ 
く
る
朝
よ
り' 
こ
ゝ
ろ
本
性
に
な
り
、
わ
づ
ら
ひ
、
 
す
き
と 
本
腹
し
け
り
此
よ
ろ
こ
び
に
と
て
、
三
日
と
ゝ
め
て
、
法
門
を
、
た
づ
ね 
聞
て
、
本
願
寺
宗
を
あ
ら
た
め
て
、
禅
宗
に
な
り
ぬ 
寛
永
九
年
の
秋
の
事
也
子
を
捨
て
ら
れ' 
そ
の
う
え
自
ら
も
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
母 
「
狗
」
が
「
女
房
」
に
祟
り
、
「
女
房
」
は
ま
る
で
「
狗
」
の
吠 
え
た
り' 
食
べ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
祈
祷
や
立 
願
を
し
て
も
ま
っ
た
く
効
果
は
な
か
っ
た
が
、
語
り
手
が
「
狗
子
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仏
性
の
話
を
念
じ
、
念
仏
百
返
ハ
か
り
と
な
へ
て
、
夜
あ
く
る
ま 
て
、
座
禅
」
を
し
た
結
果
、
「
女
房
」
は
本
復
す
る
。
「
本
願
寺
宗 
を
あ
ら
た
め
て
、
禅
宗
に
な
り
ぬ
」
と
あ
る
よ
う
に' 
こ
れ
も
本 
願
寺
宗
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
述
べ
る
因
果
譚
で
あ
る
。
残
る
一
話
で
あ
る
巻
第
五
の
第
五
話
「
生
な
か
ら
、
地
ご
く
を 
見
て
、
か
へ
り
し
事
」
で
は
、
本
願
寺
宗
の
宗
西
が
「
禅
法
の
か 
た
は
し
を
、
聞
そ
こ
な
」
っ
た
久
六
に
地
獄
を
見
せ
る
と
い
う
内 
容
で' 
平
仮
名
本
中
唯
一
本
願
寺
宗
の
悪
因
果
が
述
べ
ら
れ
て
い 
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
平
仮
名
本
の
編
集
に
は
真
宗
と
関
わ 
り
の
深
か
っ
た
浅
井
了
意
が
関
わ
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九 
盲
目
死
し
て
、
福
人
の
子
に
生
ま
れ
し
事 
美
濃
国
土
岐
の
郡
に
、
開
眼
院
と
云
禅
寺
あ
り
、
此
寺
に
、
 
仏
都
と
云
座
頭
の
有
し
が
、
極
め
た
る
善
根
者
也
、
諸
旦
那 
を
、
あ
ま
ね
く
、
す
ゝ
め
て
、
寺
の
鎮
守
を
た
て
、
門
を
も 
立
け
り
角
て
、
仏
都
む
な
し
く
な
り
け
る
が
、
し
な
の
、
国
伊
奈
の 
郡
に
て
、
大
福
人
の
家
に
、
生
れ
た
り
此
子
、
生
れ
て
七
日 
の
う
ち
、
手
を
つ
よ
く
に
ぎ
り
て
、
ひ
ら
か
す
、
七
日
め
に
、
平
仮
名
本
所
収
の
「
本
願
寺
宗
」
に
関
わ
る
話
は
ほ
ぼ
悪
因
果
を 
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
平
仮
名
本
編
集
に
際 
し
、
真
宗
を
偏
重
し
よ
う
と
す
る
了
意
の
姿
勢
は
み
ら
れ
な
い
と 
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
禅
宗
に
関
す
る
因
果
譚
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
片
仮
名 
本
で
は
、
「
禅
宗
」
と
い
う
語
を
有
す
る
話
は
善
因
果
譚
ば
か
り 
で
あ
っ
た
が
、
平
仮
名
本
も
同
様
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ 
う
か
。
平
仮
名
本
巻
第
一
〜
三
の
中
で
、
片
仮
名
本
と
共
通
し
て
禅
宗 
に
関
わ
る
語
を
有
す
る
も
の
は
、
前
出
の
巻
三
第
十
話
以
外
で
は
、
 
巻
第
二
第
九
話
の
み
で
あ
る
。
十
九
善
根
ニ
因
テ
、
冨
貴
ノ
家
二
生
ル
ヽ
事 
濃
州
土
岐
ノ
郡
。
開
元
院
ト
云
禅
寺
ニ
。
仏
都
ト
云
、
座
頭 
有
。
善
者
ナ
ル
故
。
勧
進
シ
テ
。
鎮
守
堂
卜
。
門
ヲ
建
ケ
リ
。 
彼
仏
都
、
死
テ
後
。
信
州
伊
那
郡
ニ
テ
。
福
人
ノ
家
二
生
出 
タ
リ
。
彼
父
ヨ
リ
。
開
元
院
ヱ
使
ヲ
以
テ
。
御
寺
ニ
、
仏
都
ト
申
セ 
シ
。
座
頭
有
ッ
ル
ヤ
。
一
人
ノ
子
生
テ
、
手
ヲ
握
。
七
日
過 
テ
、
手
ヲ
開
ヲ
見
バ
。
手
ノ
中
二
。
開
元
院
ノ
仏
都
ト
云
名
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ひ
ら
き
て
ミ
る
に
、
手
の
う
ち
に
、
濃
州
土
岐
郡
開
眼
院
仏 
都
と
、
名
書
あ
り
、
大
に
あ
や
し
ミ
て
、
父
の
方
よ
り
、
彼 
寺
へ
、
人
を
つ
か
八
し
て
、
尋
う
か.
、
ハ
せ
け
る
に
、
さ
や 
う
の
座
頭
有
け
り
、
す
こ
し
も
、
違
事
な
し
、
と
、
寺
の
住 
持
よ
り
、
返
事
委
細
也
さ
て
ハ
、
有
漏
の
善
八
痴
福
と
な
る 
事
、
う
た
か
ひ
な
し
、
と
か
や
、
物
し
れ
る
人
は
申
さ
れ
し
、
 
正
保
の
初
め
こ
ろ
の
事
也
善
根
の
持
ち
主
で
あ
る
禅
寺
の
座
頭
が
、
大
変
裕
福
な
家
に
生 
ま
れ
る
と
い
う
内
容
の
因
果
譚
で
あ
る
。
片
仮
名
本
で
は
、
そ
の 
題
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
善
根
」
で
あ
る
こ
と
が
金
持 
ち
の
家
に
生
ま
れ
る
と
い
う
善
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
因
果
譚
と 
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
平
仮
名
本
に
は
、
最
後
に
「
有
漏 
の
善
」
は
「
痴
福
」
に
な
る
と
い
う
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
煩
悩
が
あ
る
者
の
善
行
は
世
俗
の
幸
福
に
迷
う
こ
と
に
な
る
と
考 
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
平
仮
名
本
で
は
善
根
に 
よ
る
善
因
果
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
片
仮
名
本
で
は
禅
宗
に
関
わ
る
善
因
果
譚
で
あ
っ
た
が
、
平
仮
名 
本
は
単
に
善
因
果
の
話
と
は
せ
ず
、
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
る
の 
で
あ
る
。
平
仮
名
本
に
は
、
先
に
挙
げ
た
二
話
以
外
に
あ
と
五
話
、
禅
宗
有
。
希
代
不
思
議
二
候
ラ
ヘ
バ
。
問
一
ー
遣
ス
、
ト
、
也
。
正
保
元
年
ノ
コ
ト
也
(
巻
上
十
九
— 
一)
に
関
わ
る
因
果
譚
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
片
仮
名
本
と 
共
通
す
る
話
で
あ
り
な
が
ら
、
平
仮
名
本
の
み
に
「
禅
」
と
い
う 
語
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
 
お
な
し
、
江
戸
の
牛
込
に
、
呑
養
と
い
ふ
園
の
' 
有
し
か
、
 
七
歳
の
と
き
、
父
に
、
は
な
れ
た
り
(
平
仮
名
本
巻
一
第
十
六
話
「夫
の
亡
霊
、
妻
の
病
を
療
治
し 
け
る
事
」)
武
州
神
田
。
吉
祥
寺
ノ
会
下
二
。
呑
養
ト
云' 
僧
有
。
 
七
歳
ニ
テ
、
父
二
離
タ
リ
。
(
片
仮
名
本
巻
中
第
廿
一
話
「亡
母
来
テ
、
娘
二
養
性
ヲ
教
ル 
事
付
夫
ノ
幽
霊
、
女
房
二
薬
ヲ
与
事
」)
52
こ
の
話
で
は
、
平
仮
名
本
の
み
に
「
呑
養
」
が
「
禅
僧
」
で
あ 
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
呑
養
」
の
父
の
幽
霊
が
妻 
に
薬
を
飲
ま
せ
て
快
復
さ
せ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
な
、
片
仮
名
本
で
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
禅
宗
に 
関
わ
る
こ
と
を
示
す
語
が
付
加
さ
れ
た
因
果
譚
は
、
平
仮
名
本
に 
は
前
出
「
夫
の
亡
霊
、
妻
の
病
を
療
治
し
け
る
事
」
も
合
わ
せ
て 
全
部
で
五
話
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
禅
宗
に
関
わ
る
語
句
が
付
加
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り 
平
仮
名
本
に
お
い
て
改
変
さ
れ
た
因
果
譚
を
み
て
い
く
。
ま
ず
、
 
平
仮
名
本
巻
二
第
十
五
話
「
禅
宗
の
僧
、
臨
終
悪
相
さ
ま
く
の 
事
」
で
あ
る
。
十
五
禅
宗
の
僧
、
臨
終
悪
相
さ
ま
く
の
事 
三
川
の
土
井
川
と
云
所
に
、
妙
厳
寺
の
源
高
と
云
長
老
あ
り 
此
長
老
の
師
匠
牛
雪
和
尚
と
、
寺
公
事
い
た
し
、
江
戸
に
、
 
三
年
つ
め
て
、
奉
行
所
へ
目
安
を
さ
、
け
、
理
運
に
し
て
、
 
寺
を
う
け
と
り
た
り
其
後
、
浜
松
の
普
済
寺
の
輪
番
役
に
あ
た
り
、
す
な
ハ
ち\ 
普
済
寺
に
住
せ
ら
る
し
か
る
所
に
、
寛
永
十
二
年
の
春
、
あ
る
夜
の
夢
に
、
あ
や 
し
き
も
の
来
り
て
、
我
は
、
ゑ
ん
ま
王
の
使
な
り
、
源
高
長
老
の
存
命
、
十
年
の
約
束
也
、
は
や
く
、
来
り
給
へ
、
と 
の
状
を' 
も
ち
来
る
也' 
こ
れ̂
^
"
見
給
へ' 
と
て' 
さ
し 
出
す
其
状
を
ミ
れ
ば' 
此
寺
に
入
院
し
て
よ
り
、
 
誠
に
早
十
年
也 
夢
中
な
か
ら
も' 
お
と
ろ
き
て' 
硯
筆
を
と
り' 
十
の
字
の 
頭
に
一
点
打
て
、
千
の
宇
に
直
し
て
、
い
ふ
や
う
、
唯
今
の 
口
上
ハ
、
い
つ
八
リ
也
、
状
に
ハ
ヽ
千
年
と
あ
り
、
い
そ
き 
帰
れ
、
と
、
い
ふ
と
き
、
か
の
使
、
云
や
う
、
惓
に
、
ゑ
ん 
ま
王
ハ
ヽ
十
年
と
仰
せ
ら
れ
け
る
が
、
千
の
字
な
れ
は
、
力 
を
よ
バ
す' 
と
て' 
か
へ
り
け
り
長
老
ハ
、
縁
ま
で
出
て
見
給
へ
ば' 
門
ぎ
ハ
に
、
お
そ
ろ
し 
き
鬼
二
人
、
鉄
の
棒
を
ひ
っ
さ
げ
、
縄
を
も
ち
て
立
た
り
、
 
こ
れ
を
見
て
、
長
老
、
や
か
て
た
え
人
給
ふ
、
つ
よ
く
お
び 
え
て
、
う
め
く
声
を
聞
て
、
僧
衆
お
き
来
り
、
何
事
に
て
侍 
へ
る
、
と' 
い
ふ
さ
て
、
お
そ
ろ
し
き
ゆ
め
を
見
た
り
、
先
汗
を
拭
、
と
云
、
 
誠
に
、
水
中
よ
り
出
た
る
が
ご
と
し
、
漸
々
に
、
本
気
に
成 
給
へ
り
其
後
、
妙
厳
寺
に
か
へ
り
、
此
祈
祷
に
、
末
寺
の
僧
衆
を
あ 
つ
め
て
、
日
待
を
し
給
ふ
に
、
長
老
八
、
只
一
人
室
の
内
に 
眠
居
て
、
又
く
る
し
ミ
の
声
た
か
し
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人
く
入
て
、
お
こ
し
参
ら
せ
、
気
を
付
て
後
、
い
か
に
、
 
と
、
と
へ
八
、
唯
今
又
、
お
そ
ろ
し
き
鬼
来
り
て
、
我
を
引 
立
て
行
む
、
と
、
す
る
を
、
や
う'
'
^
、
も
ぎ
は
な
し
た
り
、
 
と
て' 
大
汗
を
流
す
か
く
て
、
牛
雪
和
尚
、
賀
茂
と
云
所
に
隠
居
し
て
、
お
は
じ 
け
る
所
へ
行
て
、
右
、
両
度
の
夢
を
、
く
ハ
し
く
か
た
り
て
、
 
懺
悔
せ
ら
る
さ
る
ほ
と
に' 
寛
永
十
五
年
十
二
月
廿
七
日
に' 
篠
田
と
云 
所
の
旦
那
死
す
、
か
の
源
高
長
老
、
引
導
に
出
給
ふ
に
、
旦 
那
の
門
に
い
た
り
て
あ
っ
と
一
声
い
ふ
て
、
馬
よ
り
お
ち
て
、
 
申
さ
る
、
や
う
、
我
に
、
す
こ
し
も
虚
妄
な
し
、
是
八
、
こ 
と'
^
 
く
、
ま
ど
ひ
哉
、
と
、
い
ふ
て
、
そ
の
ま
、
無
性
に 
な
り
け
り
伴
の
僧
衆
、
亡
者
と
弔
ひ
け
り
、
長
老
ハ
ヽ
の
り
物
に
て
寺 
へ
帰
る' 
廿
八
日
に
ハ
 ヽ
惣
身
あ
か
く
な
り' 
吟
声
牛
の
こ 
と
し
、
廿
九
日
に
ハ
ヽ
惣
身
ふ
す
ぼ
り
た
る
こ
と
く
、
黒
色 
に
成
、
い
よ
く
、
牛
の
や
う
に
、
う
め
く
声
大
也
、
そ
の 
暮
か
た
に
、
命
終
り
給
へ
り
地
ご
く
に
お
つ
る
相
の
、
生
な
が
ら
、
あ
ら
八
れ
け
る
こ
そ
、
 
お
そ
ろ
し
け
れ
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
話
は
最
後
に
「
地
ご
く
に
お
つ
る 
相
の
、
生
な
が
ら
、
あ
ら
八
れ
け
る
こ
そ
、
お
そ
ろ
し
け
れ
」
と 
あ
る
よ
う
に
、
「
禅
僧
」
で
あ
る
「
源
高
長
老
」
が
苦
し
み
な
が 
ら
死
ん
で
い
く
姿
を
述
べ
た
悪
因
果
譚
で
あ
る
。
片
仮
名
本
に
も 
同
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
閻
魔
王
ヨ
リ
、
使
ヲ
受
ル
僧
ノ 
事 
付
長
老
、
魔
道
一
一
落
事
」(
片
仮
名
本
巻
下
第
一
話)
と
、
そ 
の
題
名
に
は
「
禅
僧
」
と
い
う
語
は
含
ま
れ
て
は
お
ら
ず
、
本
文 
中
に
も
「
禅
宗
」
に
関
わ
る
話
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
語
は
含 
ま
れ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
禅
宗
」
偏
重
の
姿
勢
を
み 
ら
れ
た
片
仮
名
本
と
比
べ
て
、
平
仮
名
本
で
は
「
禅
宗
」
に
関
わ 
る
悪
因
果
譚
も
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
続
く
第
十
六
話
も
同
じ
く
「
源
高
長
老
」
に 
関
わ
る
話
で
、
「
源
高
長
老
」
に
弔
わ
れ
た
た
め
に
苦
し
み
を
受 
け
る
こ
と
に
な
っ
た
女
の
話
で
あ
る
。
平
仮
名
本
で
は
本
文
中
に 
「
源
高
と
い
ふ
禅
師
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
片
仮
名
本
に
は
前 
話
同
様
「
禅
宗
」
に
関
わ
る
話
で
あ
る
こ
と
を
示
す
語
は
み
ら
れ 
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
平
仮
名
本
で
は
意
図
的
に
「
禅
」
と
い
う 
言
葉
が
付
加
さ
れ
、
そ
の
悪
因
果
譚
が
「
禅
宗
」
に
関
わ
る
も
の 
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
仮
名
本
巻
二
第
四
話
「
寺
屋
敷
を
在
家
に
し
て
、
 
代
々
死
た
る
事
」
は
、
「
受
泉
房
」
と
い
う
僧
が
蛇
と
な
っ
て
人
54
を
呪
い
殺
す
話
で
あ
る
が
、
此
故
に
、
か
の
寺
の
跡
、
絶
は
て
、
寺
屋
敷
ハ
、
畑
と
成
た 
り
、
寺
号
ハ
ヽ
徳
林
庵
と
云
舅
也
、
此
や
し
き' 
っ
ゐ
に
、
 
在
家
に
成
て
、
又
八
郎
と
云
も
の
、
住
け
り 
と
、
「
受
泉
房
」
が
い
た
「
徳
林
庵
」
が
「
禅
宗
」
の
寺
で
あ
っ 
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
片
仮
名
本
で
は
「
故
二
、
 
寺
モ
断
、
屋
敷
モ
畠
ト
成
テ
。
数
年
ス
ギ
ケ
レ
バ
、
在
家
二
作
テ
。
 
又
八
郎
ト
云
者
、
居
タ
リ
」
と
、
「
禅
宗
」
で
あ
る
こ
と
は
述
べ 
ら
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
巻
三
第
三
話
「
卒
都
婆
の
媚
た
る
事
」
は
、
卒
都
婆 
が
長
一
丈
ば
か
り
の
ば
け
も
の
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
僧
を
組
み
伏 
せ
る
話
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
、
会
津
永
沼
の
永
光
寺
ハ
ヽ
禅
宗
の
寺
也
、
衆
寮
に
、
欣
察
と 
い
ふ
法
師
あ
り
と
、
 
こ
の
話
が
起
こ
っ
た
「
永
光
寺
」
が
「
禅
宗
の
寺
」
で
あ
っ 
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
片
仮
名
本
で
は 
「
会
津
長
沼
。
永
光
寺
ノ
欣
察
ト
云
僧
」
と
、
「
禅
宗
」
と
の
関
わ
り
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
巻
二
第
十
五
話
「
学
者
の
僧
、
に
は
か
に
女
と
な
り
た 
る
事
」
で
は
、
片
仮
名
本
に
は
な
い
、
又
、
曹
洞
宗
の
偏
参
の
僧
も
、
女
に
成
た
る
あ
り
、
 
と
い
う
一
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
平
仮
名
本
で
は
、
片
仮
名
本
で
は
記
さ
れ
て 
い
な
い
禅
宗
に
関
わ
る
こ
と
を
示
す
語
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。
そ 
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
悪
因
果
譚
が
「
禅
宗
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ 
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
片
仮
名
本
と
は
異
な
り
、
 
平
仮
名
本
で
は
禅
宗
に
関
わ
る
悪
因
果
譚
も
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。 
つ
ま
り
、
平
仮
名
本
に
は
片
仮
名
本
の
よ
う
な
禅
宗
を
偏
重
し
よ 
う
と
す
る
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
悪
因
果
譚
も
同
じ
よ
う
に
語
ろ
う 
と
い
う
姿
勢
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
江
戸
時
代
の
初
期
、
説
教
に
お
い
て
「
因
縁
物
語
」
が
多
く
語 
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
禅
宗
の
説
教
僧
た
ち
に
と 
っ
て
片
仮
名
本
の
よ
う
な
因
果
譚
は
重
宝
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
片 
仮
名
本
が
「
『説
教
』
用
の
種
本
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
も
当
55
然
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
平
仮
名
本
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
編
集
さ
れ
た 
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
仮
名
を
用
い
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
点
に
注 
目
し
た
と
き
、
平
仮
名
本
が
語
ら
れ
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
 
「
読
む
」
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
禅
宗
を 
偏
重
し
た
片
仮
名
本
と
は
異
な
り
、
特
定
の
宗
派
の
立
場
に
立
つ 
こ
と
な
く
、
シ
ン
プ
ル
に
因
縁
譚
を
集
め
た
読
み
物
、
挿
絵
を
持 
つ
諸
国
物
的
性
格
を
有
し
た
読
み
物
、
そ
れ
が
平
仮
名
本
で
あ
ろ 
う
。
浅
井
了
意
が
そ
の
出
版
に
関
わ
っ
た
作
品
の
多
さ
に
つ
い
て 
は
今
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
そ
う
考
え
た
と
き
、
了
意
は
世 
の
中
の
流
れ
を
鋭
敏
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
眼
の
持
ち
主
で 
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
卓
抜
し
た
資
質
を
有
し
た 
作
家
兼
編
集
者
で
あ
る
了
意
が
エ
デ
ィ
タ1
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス 
を
重
視
し
た
結
果
が
、
宗
派
云
々
で
は
な
く
、
因
果
譚
を
語
る
と 
い
う
か
た
ち
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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泉
氏
編
『真
宗
史
料
集 
成
第
一 
〇
巻
法
論
と
庶
民
教
化
』(
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ 
ン
・
二
〇
〇
七
年
再
版)
に
よ
る
。
)
注(5)
に
同
じ
。
)
注(3)
に
同
じ
。
)
平
仮
名
本
巻
ー
ー
第
十
六
話
「
悪
僧
に
弔
ハ
れ
て
、
迷
ひ
け
る
56
事
」
で
は
、
東
三
川
の
き
や
う
め
い
と
云
所
に
、
右
の
源
高
長
老
の
旦
那 
の
母
死
け
る
を
、
源
高
こ
れ
を
弔
ひ
給
ふ
に
、
彼
母
の
頭
ハ
、
 
余
所
へ
飛
で
、
胴
牀
バ
か
り
を
焼
け
り
、
灰
寄
の
時
、
こ
れ 
を
ミ
っ
け
て
、
又
首
計
を
焼
た
り 
源
高
死
去
の
の
ち
、
四
五
年
過
て
、
か
の
母
、
わ
か
娘
に
つ 
き
て
、
さ
ま
く
ち
バ
し
り
て
、
す
さ
ま
じ
、
近
所
に
、
 
増
岡
と
云
村
に
、
全
鏡
と
い
ふ
僧
を
頼
ミ
て
、
施
餓
鬼
を
修 
し
て
、
と
ふ
ら
ひ
け
れ
共
、
更
に
し
る
し
な
し 
そ
の
時
、
村
の
庄
や
申
け
る
や
う
、
汝
八
、
源
高
と
い
ふ
禅 
師
に
弔
ハ
れ
な
が
ら
、
何
と
て
、
か
や
う
に
ま
よ
ふ
ぞ
、
と
、
 
い
へ
ば
、
娘
口
ば
し
り
て
い
は
く
、
其
源
高
ハ
ヽ
牛
鬼
に
な 
り
て
、
大
な
る
く
る
し
み
を
、
う
け
ら
る
、
な
り
、
我
ら
ま 
で
、
そ
の
苦
を
う
く
る
也
、
し
か
れ
と
も
、
我
ハ
ヽ
か
ろ
き 
故
に
、
人
に
た
よ
り
て
、
水
を
も
飲
也
、
と
、
い
ふ
て
、
久 
し
く
狂
気
し
け
る
を
、
妙
厳
寺
へ 
つ
れ
て
ゆ
き
、
牛
雪
和
尚 
を
頼
ミ
て
、
さ
ま
弔
け
れ
は
、
む
す
め
の
狂
乱
、
さ
め 
に
け
り
此
弔
に
逢
た
る
僧
の
、
か
た
ら
れ
し
、
ま
こ
と
に
、
亡
者
を 
弔
ハ
ん
事
、
そ
の
出
家
の
心
さ
し
、
よ
こ
し
ま
な
ら
ば
、
い 
か
で
か
、
う
か
ふ
道
あ
ら
ん
、
よ
く
師
を
え
ら
ふ
へ
き
事
な 
る
に
、
放
逸
無
慙
の
僧
と
も
い
は
ず
、
—無
智
無
徳
の
法
師
を 
も
、
き
ら
八
ず
、
わ
が
旦
那
坊
主
と
だ
に
い
へ
ば
、
あ
つ
ら 
へ
て
、
亡
者
を
と
ふ
ら
ハ
す
る
、儿
も
と
な
さ
よ
、
用
心
あ
る 
と
あ
り
、
前
話
と
同
じ
源
高
と
い
う
禅
師
に
よ
っ
て
弔
わ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
、
死
後
苦
し
み
を
受
け
た
「
旦
那
の
母
」
の
話
が
述 
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
本
学
准
教
授)
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